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文化発表会お疲れさまでした。

昨日、１０月１４日（木）に令和３年度大野中学校文化発表会が開催されました。昨年度に引き続

き、新型コロナウイルス感染症拡大防止のために、校内で生徒だけでの発表会とさせていただきまし

た。参観されたかった保護者の方もたくさんいらっしゃるとは思いますがご理解とご協力ありがとうござい

ました。おかげさまで、無事文化発表会が開催できたことをうれしく思っております。

さて、今年の文化発表会では、「ボディーパーカッション」と 「貼り絵」という二つの新しいことに取り

組みました。

生徒たちは、この文化発表会のために、学年や学

級で毎日ボディーパーカッションの練習や貼り絵の制

作に取り組んできました。当日、学年ごとに体育館で

発表したボデ ィーパーカッションは、どの学年も、どの

学級もクラスごとのアレンジがあり、素晴らしいものばか

りでした。特に３年生のパフォーマンスはどのクラスにも

独創性があり、さすが３年生だなと感心しました。結果 【３年生最優秀賞 ３年４組】

は様々であったと思いますが、皆さんの輝くすてきな姿

を見ることができ、大変感動しました。あ りがとうござい

ました。

また、ステージ発表や展示においてもみなさん一人

一人が一生懸命に取り組んでいる姿を見ることができ

ま した。美術部やパソコン部の作品は、日頃部員の

みなさんがこつこつと取り組んできた力作ばかりでした。 【２年生最優秀賞 ２年２組】

また、各委員会や部活動・授業で作った作品もアイデ

アがいっぱい詰まっていました。さらに、今年初めて取

り組んだ、クラスごとの貼り絵も、各クラスの協力の跡

がうかがえる素晴らしい作品ばかりでした。

この２年間、新型コロナウイルスの影響で様々な学

校行事が中止になったり、形を変えての実施を余儀な

くされてきましたが、昨年や今年の文化発表会のように、 【１年生最優秀賞 １年４組】

このコロナ禍の中でも、みんなで工夫し、協力し合えば、

何かができるということを改め知ることができました。

これからも、新型コロナウイルスに負けることなく、「何ができるのか。」「どうやったらできるのか。」を

みんなで考え、この輝くすてきな姿をこれからも、学校生活の中で見せてほしいと願っています。


